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【議　　題】　1．地域協議会設置要綱について

　2．当院の概況について

　3．当院の経営状況について

　4．ＣＯＶＩＤ－１９ワクチン接種実績について

　5．その他
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（関係医療機関）国立病院機構高知病院・先山院長

（利用者） 土居　怜子

（高知西病院） 山田院長、梶谷副院長、猪熊事務長

原看護部長、川村副看護部長

豊永事務長補佐（総務企画）

【概　　要】

　1．高知西病院地域協議会設置要綱について

　2．当院の概況について

　　　健診運営状況、収支状況等）について説明する。

　3．当院運営実績（経営状況）について

　　　収支状況、健康管理センター運営状況）について以下の通り説明する。

　　　　入院患者数については4～6月は順調であったが、9月に電子カルテを導入したこと

　　　もあり、9月は96.5名となった。10月も90名台で推移している。

　　　　外来患者数についても4～7月は前年を上回る数をキープしてきたが、8月以降前年を

　　　下回る状況が続いている。電子カルテ導入の影響もあり、年度末に向けては増加して
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山田　光俊　（院長）　

梶谷　　充　（副院長）　

猪熊　秀貴　（事務長）　

原　いづみ　（看護部長）

川村　佐知　（副看護部長）　

　　　　地域協議会構成員の一部変更のため、地域協議会設置要綱（目的・運用・構成員等） 

　　　及び議事概要・意見に対する対応状況等の公開（当院ホームページ）について説明する。

　　　　当院の概況（理念・基本方針、沿革、診療科・診療機能、職員数、患者数、

　　　　令和3年9月現在の病院運営状況（１日平均入院患者数、１日平均外来患者数、



　　　いくと予想している。

　　　　収支については、昨年と比較すると大きく収支を伸ばしている。4月は赤字で

　　　スタートしたが、以降は黒字で推移している。

　　　9月以降は電子カルテの保守費用、減価償却費も増加するため患者数確保を行って

　　　いかないと最終的な黒字が難しくなってくる。

　　　　健康管理センターについても昨年は新型コロナウイルスの影響で年度当初、件数を

　　　絞っていた。今年度は、順調に推移しているが9月は電子カルテの導入もあり件数を

　　　減らしているが10月から通常通り受け入れを再開している。

　4．ＣＯＶＩＤ－19ワクチン接種実績について

　6．その他（ご意見等）

　　　〇ＣＯＶＩＤ－１９感染症患者受入について

　　（出席者）ＣＯＶＩＤ－１９感染症患者受入に尽力されている。受入実績等について

　　　データは出さないのか。

　　（当院）公表しておりません。

　　　〇職員数について

　　（出席者）定数があっても実数が0の職種があるがどうか。

　　（当院）募集をしても応募のない職種もある。JCHO本部の考え方で、定数を満たして

　　　いないと定数自体を減らすということもあるので、なるべく定数を満たしていくこと

　　　を考えている。

　　（出席者）ＮＨＯ等は職種による賃金単価が決まっていて、地域性が出せず採用に至ら

　　　ないことがある。ＪＣＨＯはどうか。

　　（当院）ＪＣＨＯの規定はＮＨＯを参考に作られており、同様に地域性は出せていない。
　　　　　
　　　〇理念・基本方針について

　　（出席者）地域医療構想の中では地元の思いに反して公的医療機関に対して大変
　　　厳しい状況にある。その中で、柔軟に感染症や災害対策について取り組んでいく
　　　という病院のあり方を探ってこられた。そのような方針を理念や基本方針に
　　　掲げて心にとめていってほしい。

　　（当院）感染症や災害（地震）への対応を行っていかなければならないと考えている。
　　　しかし建物は築46年となっている。建替をお願いしているがインフラ長寿命化計画
　　　も出ており60年の使用を求められている。現状の建物は、横長の構造になっており
　　　感染症対応を行うには難しい状況でもある。
　　　問題は多いが、高知県、地域の皆様の健康を守っていくため、みなさんにお力を
　　　お借りしながら尽力していく。

　　　〇ＣＯＶＩＤ－１９ワクチン接種について
　　（当院）現在冷凍のワクチンは入ってこないが今後はどうなるのでしょうか。

　　（出席者）3回目の接種を行うことは言われていますが、方法やワクチン配送については

　　　未定であり、説明できる段階にはありません。

　　　これまでの接種では予約システムが難しかったこともあり、2回目の予約を病院でして

　　　いただけて本当にありがたかった。2回目が受けられるのかという不安も解消できた。

　　（当院）先行接種から始まって大きな事故もなく接種を勧めることができた。

　　　高知県は高齢者の接種率が全国でも高かった。行政の方や地域の方、皆で

　　　やってきた結果であると感じている。

　　　　2回目予約の実施、集団接種への協力について説明する。

　　　　令和3年2月から行ってきＣＯＶＩＤ－19ワクチン接種の接種実績（先行接種、

　　　医療従事者接種、高齢者接種等）について説明する。


